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 建築研究開発コンソーシアムでは、今後の技術開発課題を設定するための建築技術

動向調査を継続的に行うこととし、平成１５年度より活動を開始した。 

平成１５年度には、（社）建築研究振興協会からの受託により、安全な住宅という

観点から、「防犯」と「高層居住」の２テーマを取り上げ、得られた知見や情報をと

りまとめ、課題を提案した。 

平成１６年度についても、同協会から建築関連分野の技術開発動向調査を受託して

おり、本報告書はその成果を本会会員用にとりまとめたものである。 

 

平成１６年度については、建築業界に関連がある動向の中から社会的なインパクト

などを考慮し、以下の３テーマを選定した。 

①市街地における自然災害対策技術（略称「自然災害技術」） 

②居住環境構築技術（略称「居住環境技術」） 

③建築物の改善・改修技術（略称「改善・改修技術」） 

  これらのテーマ選定は、研究開発推進委員会の下に組織している技術動向調査対応

小委員会と（独）建築研究所研究主幹グループ（元委託元）が共同して行った。 

 

 具体の作業は、この調査のために設置した上記小委員会を中心として、テーマごと

のプロジェクトチームを設け、文献調査やワークショップを通じて情報を収集し、課

題を抽出する方法で実施した。 

「自然災害技術」は、市街地における自然災害のうち、地震、津波、強風、豪雨、

豪雪、雷、火山噴火、を取り上げ、過去の災害の歴史から都市災害を見据え、将来の

防災技術を展望した。「居住環境技術」は、建築・環境分野のほか、交通工学や生理

人類学などの分野の技術動向も含め、多方面からの情報を収集し、新たなアクティブ

型技術の必要性などを提案した。「改善・改修技術」では、サステナブル型社会への

移行に伴ってメンテナンスの充実による長寿命化が求められている中で、新しい機

能・空間を創出させる再生技術を提案している。 

これらの成果が、会員各社（者）の今後の研究開発テーマの設定等に役立てられる

ことを期待するものである。 

  

 最後に、本調査にご協力いただいた会員各位に感謝し厚くお御礼申し上げます。 

 

 

平成 17 年 6 月 2 日 

 建築研究開発コンソーシアム 

 研究開発推進委員会     委員長 坊垣 和明 

 技術動向調査対応小委員会  主 査 磯貝 光章 
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